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※ 本用紙に埋め込んであるフォントを変えないようにお願いします。場合によっては事務局で修正させていただき
ますのでご了承ください。
	

	（全角７０文字まで、MS Pゴシックなど16ポイント）
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抄録記載例
	

	キメラ抗原受容体からの抗原刺激特異的な遺伝子発現誘導系の開発

	Development of inducible promoters driven by activation signals from the chimeric antigen receptors

	○内堀　亮介1,2、二宮　空暢1、照屋　武志1、塚原　智典1,2、大嶺　謙1,3、峰野　純一4、
竹迫　一任4、小澤　敬也1,5

	1　自治医科大学　免疫遺伝子細胞治療学（タカラバイオ）講座、
2　自治医科大学　分子病態治療研究センター　遺伝子治療研究部、
3　自治医科大学　医学部　内科学講座　血液学部門、4　タカラバイオ株式会社、
5　東京大学医科学研究所

	【背景】　キメラ抗原受容体（chimeric antigen receptor: CAR）発現T細胞を用いた養子免疫遺伝子療法は，既存の化学療法に対して抵抗性を示す腫瘍に対しても有効な治療法として今後の発展が期待されているが，T細胞の抗腫瘍活性を高める工夫が重要な課題となっている。この問題を・・・・・
【方法】本研究ではCARとして，第二世代型のCD19特異的CAR（1928z）を使用した。CARからの活性化シグナルに応答するプロモーターを作製し，レポーター遺伝子として・・・・・
【結果】　改変型SV40 early polyを2つ，ヒトIL-2プロモーター領域に存在する転写因子NFAT結合領域を4つ，IL-2の最小プロモーター，レポーター遺伝子（ZsGreen1またはELuc），BGH polyAを順に・・・・・
【考察】　今後の課題として，本研究で作製した分子スイッチカセットを使用し，腫瘍局所において抗腫瘍性サイトカインを発現する治療ストラテジーの構築が・・・・・
[bookmark: _GoBack]【結論】　キメラ抗原受容体からの活性化シグナルに特異性をもって応答するプロモーター及び・・・・・
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